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　管理（administration）とマネジメント（manage-
ment）において留意すべき経営資源として，古くか
ら「ヒト（人），モノ，カネ」が問われてきた．最近
ではこれらに情報と時間を加えて考えるようになっ
てきている．人は文字通り人材，モノは施設・設備，
カネはキャッシュフロー，情報は知財（技術・ノウハ
ウ），時間はリードタイム（素早い判断）である．病院
施設などで考えてみれば，管理者は対象者に提供す
る“理学療法”について，理学療法士などの職員，
施設・設備などの環境，レセプト業務（保健医療制
度），技術水準の維持・改善，将来を見据えた運営戦
略を総合的に管理・マネジメントすることが求めら
れることになる．
　その意味で本書を読んでみると，第 1章において
奈良氏の管理・マネジメントに対する考え方がきち
んと示されていて安心する．すなわち，管理とマネ
ジメントは重複する部分はあっても実際には相違点
があることが説明されている．管理は英語で言えば
administration で，行政とも訳され，制限すること
やコントロールする意味合いが強くなる．一方，マ
ネジメントはマネジャーとして成果を引き出すとい
う意味が込められている．野球の監督をmanagerと
いうのは各選手の持ち味を引き出し，チームとして
の成果を出すということであり理解しやすい．さ
て，本書の前半（2章～4章）は指定規則の改正にとも
なって取り入れられた理学療法管理学について，ま
ずは管理・マネジメントとは何かについて概要が説
明されている．その後に，第 5章と 6章では橋元氏
による職場・業務の管理，マネジメントと続き，こ
の部分が本書の中心を構成していると読み取った．
さらには，教育研究のマネジメント，保健医療福祉
の諸制度，疾患別・病気別の理学療法マネジメント
と細部も含めて全体像が示されており，その意味で
本書は理学療法管理学の入門書として良書であるこ

とは間違いない．その一方，管理・マネジメントす
る際には，立場としての階層性（部長，科長，主任，
一般職員）があるはずである．本書の各章・節が誰に
対して書かれているのか，まずは読み手を明確にす
ることでさらに理解しやすくなるように感じた．ま
た，第 9章および 10 章においては疾患別・病期別に
リスクマネジメントが記載されているが，奈良氏の
冒頭の定義からすると，本来はリスク管理なのでは
ないかと思う説明もあった．表現としては些細なこ
とかもしれないが，理学療法の管理・マネジメント
を成熟させるためには，用語をより明確に定義して
用いることが大切であるように感じた．いずれにせ
よ，本書が多くの初学者と理学療法士とに読まれ，
理学療法管理学について議論する教材となることを
期待している．
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